





























































































































"Gurvan Gol" Report p.54の図へ以下を記入
　　　Ｄ:デルゲルハーン、　　　　　　Ｔ：トソン（油）ノール（沼）、 　 AB:アウラギンバルガス、










































































































































































































































































































































































































mapping and the image processing in the 
semi-arid Mongolian grassland.
　Proceedings of the International Symposium 
on the Role of Remote Sensing for the 
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図13　モンゴルにおける20世紀初頭の耕作風景。　シヤラブ1915？の「モンゴルの一日　秋」より部分。
モンゴル国立中央美術館ツェベルマーギン・バトヤ氏に依頼して筆写したもの。　牛耕、犁、畝、
水路、小橋、狼よけのカカシなどが描かれている。
